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一 

 



 

今
年
七
月
に
開
か
れ
た
国
連
人
権
専
門
委
員
会
で
、
我
が
国
の
代
用
監
獄
制
度
に
つ
い
て
、
各
国
の
委
員
か
ら

多
く
の
質
問
が
出
さ
れ
、
未
決
者
を
警
察
留
置
場
に
拘
禁
す
る
問
題
に
つ
い
て
様
々
な
人
権
侵
害
の
可
能
性
に
つ

い
て
の
懸
念
な
ど
が
表
明
さ
れ
、
こ
の
法
領
域
に
お
け
る
状
況
が
早
急
に
改
善
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
希
望
が

表
明
さ
れ
た
。 

現
在
審
査
中
の
刑
事
施
設
法
案
（
以
下
「
法
案
」
と
い
う
。
）
に
は
、
以
下
の
と
お
り
市
民
的
及
び
政
治
的
権
利
に

関
す
る
国
際
規
約
（
以
下
「
国
際
人
権
Ｂ
規
約
」
と
い
う
。
）
に
違
反
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
重
大
な
疑
問
が
あ

る
の
で
次
の
と
お
り
質
問
す
る
。 

一 

こ
の
人
権
専
門
委
員
会
に
お
け
る
審
査
に
つ
い
て
政
府
は
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
か
。 

  
刑
事
施
設
法
案
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

二 
法
案
第
九
十
八
条
、
同
第
百
十
四
条
に
お
い
て
は
、
被
勾
留
者
、
受
刑
者
の
発
す
る
す
べ
て
の
信
書
、
及
び

国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
機
関
及
び
弁
護
人
等
以
外
か
ら
受
信
し
た
す
べ
て
の
信
書
に
つ
き
、
刑
事
施
設
の
長

又
は
そ
の
指
名
す
る
職
員
に
よ
り
内
容
の
検
査
を
受
け
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。 

2 

適
用
さ
れ
る
と
し
た
場
合
、
法
案
第
九
十
八
条
、
同
第
百
十
四
条
の
よ
う
に
、
個
別
具
体
的
に
判
断
せ
ず

一
般
的
に
検
閲
が
許
さ
れ
る
と
す
る
の
は
国
際
人
権
Ｂ
規
約
第
十
七
条
に
違
反
す
る
の
で
は
な
い
か
。
（
ち 

な
み
に
、
国
連
人
権
専
門
委
員
会
の
一
般
的
注
解
（G

eneral C
om

m
ents N

o.16

）
に
よ
る
と
、
許
容
さ

れ
る
条
件
が
具
体
的
に
法
律
に
規
定
さ
れ
、
法
に
規
定
さ
れ
た
者
に
よ
り
実
施
さ
れ
、
か
つ
個
別
具
体
的 

1 

被
勾
留
者
、
受
刑
者
の
発
受
す
る
信
書
に
つ
い
て
も
国
際
人
権
Ｂ
規
約
第
十
七
条
一
項
が
適
用
さ
れ
る
と

思
う
が
ど
う
か
。
（
ち
な
み
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
は

Silver et vs U
.K

. 

事
件
に
お
い
て
受
刑 

 

者
の
通
信
に
つ
い
て
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
八
条
一
項
が
適
用
さ
れ
、
検
閲
が
許
さ
れ
た
の
は
、
同
第

八
条
二
項
の
要
件
が
充
足
さ
れ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
と
判
断
し
て
い
る
。
） 

四 

 



 

四 

弁
護
人
ら
以
外
の
弁
護
士
と
被
勾
留
者
、
受
刑
者
と
の
面
会
に
関
す
る
法
案
第
九
十
二
条
第
一
項
第
二
号
、

同
第
百
十
条
第
四
項
は
秘
密
を
守
ら
れ
た
面
会
を
許
容
せ
ず
、
通
信
に
つ
い
て
も
同
じ
く
法
案
第
九
十
八
条
、

第
百
十
四
条
で
秘
密
が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
国
際
人
権
Ｂ
規
約
第
十
四
条
一
項
に
保
障
さ
れ
た
裁 

三 

同
じ
く
、
法
案
第
百
十
四
条
が
、
弁
護
人
ら
に
対
す
る
被
勾
留
者
の
信
書
が
す
べ
て
検
閲
さ
れ
る
と
し
て
い

る
こ
と
は
、
国
際
人
権
Ｂ
規
約
第
十
四
条
三
項

(b)
の
保
障
す
る
「
自
ら
選
任
す
る
弁
護
人
と
連
絡
す
る
」
権
利
保

障
規
定
に
違
反
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
（
ち
な
み
に
、
国
連
人
権
専
門
委
員
会
の
一
般
的
注
解

N
o.13

に

お
い
て
は
、
第
十
四
条
三
項

(b)
は
、
被
告
人
が
弁
護
人
に
対
し
、
完
全
に
秘
密
を
保
障
さ
れ
た
条
件
下
に
お
い

て
連
絡
す
る
権
利
の
保
障
を
要
求
し
て
い
る
と
解
し
て
い
る
。
） 

ケ
ー
ス
毎
に
許
容
さ
れ
る
か
ど
う
か
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
上
記
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
権
裁
判
所
判
決
は
、
少
な
く
と
も
国
会
議
員
や
弁
護
士
と
の
間
の
信
書
を
一
般
的
に
検
閲
す
る
こ
と
が

許
容
さ
れ
る
と
す
る
こ
と
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
八
条
に
違
反
す
る
と
す
る
。
） 

五 

 



 

五 

閉
居
罰
は
、
そ
の
実
体
（
隔
離
し
た
罰
室
内
で
昼
夜
屏
居
さ
れ
面
会
・
通
信
が
禁
止
さ
れ
る
〔
法
案
第
百
三
十

七
条
〕
）
か
ら
い
つ
て
、
国
際
人
権
Ｂ
規
約
第
九
条
一
項
の
新
た
な
自
由
の
剥
奪
に
当
た
り
、
同
第
九
条
四
項
の

保
護
を
受
け
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
場
合
、
法
案
第
百
四
十
三
条
以
下
の
審
査
手
続
は
、
審
査
機
関
の
独
立

性
、
手
続
上
の
権
利
保
障
の
欠
如
、
代
理
人
選
任
権
の
保
障
の
欠
如
等
か
ら
い
つ
て
Ｂ
規
約
第
九
条
四
項
の
保

障
を
欠
く
の
で
は
な
い
か
。 

六 

懲
罰
の
う
ち
法
案
第
百
三
十
五
条
第
一
号
に
い
う
「
逃
走
、
暴
行
…
…
そ
の
他
刑
罰
法
令
に
触
れ
る
行
為
」
に

対
し
て
六
十
日
以
内
の
閉
居
罰
や
報
奨
金
支
給
予
定
額
の
削
減
を
行
う
の
は
、
実
質
上
国
際
人
権
Ｂ
規
約
第
十

四
条
三
項
に
い
う
「
刑
事
上
の
罪
の
決
定
」
に
該
当
す
る
の
で
は
な
い
か
。
該
当
す
る
と
し
た
場
合
、
法
案
に
規 

判
を
受
け
る
権
利
を
侵
害
す
る
も
の
で
は
な
い
か
。
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
委
員
会
の

C
am

pbell vs U
.K

. 

事 

件
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
、
弁
護
士
と
の
間
の
秘
密
を
守
ら
れ
た
通
信
・
面
会
の
一
般
的
否
定
は
、
裁
判
を
受

け
る
権
利
を
保
障
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
六
条
一
項
に
違
反
す
る
と
し
て
い
る
。
） 

六 

 



 

 

七 

定
さ
れ
て
い
る
懲
罰
手
続
は
Ｂ
規
約
第
十
四
条
三
項
の
保
護
を
欠
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
（
ち
な
み
に
、 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
委
員
会
は

C
am

pbell vs U
.K

. 

に
お
い
て
、
職
員
に
対
す
る
暴
行
を
行
つ
た
こ
と
を
原 

因
と
す
る
五
百
七
十
日
の
刑
期
短
縮
特
典
供
与
喪
失
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を
「
刑
事
上
の
罪
」
に
該
当
す
る
と
し

て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
六
条
〔
Ｂ
規
約
第
十
四
条
に
該
当
〕
の
適
用
あ
り
と
し
、
英
国
の
制
度
は
同
条
の

保
護
を
欠
い
て
い
る
と
判
断
し
て
い
る
。
） 

右
質
問
す
る
。 


